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綜 合 報 告

自動 計算機 に関す る覚書

工 藤 昭 夫 〔九大理学部)

1自 動計算機発達 の現状

近 年オ 一 トメイ シ ヨ ン、 サ イバネ テイ ツクス 、 藪ほ 又,人 工頭 脳 と 云 つフこ言 葉

す ら話題 に 上 る綜 に な っアこ。現 在産 業 の 自動 化 の中 で最 も後 れ て居 るの は,筆 秀

岡係 の部 門 で ある と 云わ れ て 居 るが,近 年に 於 る 穿 孔 カ ー ド式統 計 機,或 は 会

計 機、 更に 自動 計 算 機 の発 屋渚 及 は.§ ざ ま しいもの が あ る.

穿 孔 カ ー ド式統 計磯 は,米 国1τ於 ては 著 しく着 及 して居 り,日 本 に於 で も霞 に

相 当 量 輸 入され て ぱ居 るが、 禾 だ 一部 冒庁 会社 に のみ 限 られ,科 学研 究看 に 普

く利 用・され て居 る段 階 に は 紅 い 。

自動計 鼻 機 の 方 も,相 似 型 の もの は 日本 で既 に相 当製 作 され,計 数型 の もの も,

継 電 気 式 の もの が 既 に 三台 製 作 さ れ 活 躍 し τ居 る.そ の速 度 は電 子営 式 の も

の と比 べ て 勿 論 劣 るが,自 動 計 鼻機 とは一 範何 の 関係 の な い 論理 代数 の拡 張

で あ る論理 数 学 の研 究 を基礎 と しπ独特 の設 計 に よ り、 晃 全 な チエ ツ ク方 式 を 持

凹ち
ゲ 絶 対 に誤 計 昇 を しな い と二云 う注 費 を持 ガ ぐ居 る との こと で 特 に 電気 試 験 所

のE.T.LMaγkⅡ は,覧 象 庁 の台 風 の数 恒 予 報 に使 用 され で居 る との こ とで あ

る、 然 し乍 ら最 近報 告 さ九 て居 る米 国 に於 る 円週 率 の計 算 と比 較 して見 る時,

自動 許 算 機 と し(の 世界 的水 準 か ら見 れ ば 未 しの感 を 免 ひ れ 難 い 。'

諸 外 国 に於 る数 理 統計 学、 計 墨 経 済学,計 量 心 理学 等 の諸 論 文 にはノ明 かに,

高 柱 能 の計算 機 を以 て 計 算 され た こ とが分 る 数 表 竣 は解 祈 の実 働が 記 載

され て居 るが,上 述 の如 き日本 の現 状 は,そ れ ら,に使 用 され た諸 機械 に関 す る墓

本 的 な 常識 す ら 得 る ことが それ 程容 易 では ない・状態 に ある 。,

吾 々 は 一剰 も早 く 高柱 能 の機 械 が 国 内 に於 て生産 され 各 方 面 に利用 さ九

る時 の 禾 る こ と を望む もの で はあ るが 、 こ こに 忘 れ て ぱな ら な い こと は,自 動 計

算 機 の製 作 及 び 運転 は 高度 の 技 術水 準が あ っ(の み・ 可 能 であ る と云 うこ とで



あ る 。

積 上 げ られ 五 カー ドを,丁 分 厨 に数 百枚 の 速度r機 械 の 中 に流 し込 み
,整 然 と

して 分類 し、 その頻 度 を タ イ フ・に打 って 行 く 電 子管 式の分 類 統 計機 を初 め

て見 た もの は,必 ず その速農 と正確 さに驚 くので ある 。然 し乍 ら、 この分 類 機'

の最 も 両単 な もの です ら,日 本 で 現在 は製作 さ九 て居 ない .穽 孔 機 と 分類 機 は

統 計機 械 の 内 で,最 も必 要 不 可欠 な もので あ るの であ るが 。

筆 者が カル カ ヅ タの印度 統計 研 究所 で見7こ 工・玖M.諸 機 械 は,米 国で 製作

さ九 たもの ぱ 殆 どな く,ド イ ツ,フ ラ ンス 、ベ ル ギ ーぱ もと よ り
、 イ タ リア製

の もの も あ つた と記億 して居 るが,日 本 製 の もの は 殆 と 機械 とは云 冗 ない旅

な 最 毛 前 単 な 手動 式 穿孔 機 のみ であ っ た 。それ の原 因に は,日 本 の技 術永

準 の 低 さの み で「まない で あ ろ うが,や は ワこ の万面 に於 ては
、 日本 の 技 衛7K準 が

低 い ことは 否む べ くも な いで あろ う。

然 し乍 ら,自 動計eeee特 に 電 子講 機 の技 術 的困 難 さ1ち この万 面 で最 も

発達 し1(居 る 米9Sす ら例外ぐはない・.大 型舶 動計轍 は ,そ の調整が 非

常 に困 難 で 電 子計 算機 の 「調整 は も5半 年 か かる 」 と云 ろ=、とが何 時 で も云

充る と 云 う 所 謂 ノ イ マ ン公 式 が な 在 す る ら し く
,設 計,製 作 に 要 す る時 周

よ りも・ 完畷 の 謹 に 要 す る時 周 の方力嘗遙 か に長 く
,時 と して は無 限 大 とな り,

又た と 元動 き出 して毛 一 巳の 大 判 ま 調 整 に 費 さ九 、実働 時 同は 非 常 な 少 部

分の琢 を 占 のるの び 現状 であ る ら しく,こ の ことは特 に 夫学 図係 で 製作 さ 九 た二

電子 計 算機 の場 合 に 多 い との こ とで あ る。

本 稿 は 筆 者の 数 少 な い見 同と 蚤験 を基 に して 纒 め上 げ た も のに 過 な い .

それ も 計 算機 の原 理 設 計 運転 に閃係 しては居 らず
フ あ く迄 も そ九 を 道具 と

して使 用 す るも の の 宜場 に あ る数 理 統 計学 を募攻 する もの と しての 覚 書 で あ る
.

2.電 気計算機 の基本的術 語

計数型計算機 と相似 型計蝉機  (Bigital type and Analoque type)

数値の形砺 るデーターを数値の形で計 難 にλれ
、数値の形 で計葬 し,数 値

の形 ぐ 結果力咄 蘇 るtの が計数型計鼻獅
、数値 を長 さ涌 魔 電気抵抗,

電流な どの形 に変換 し、 その物理的柱貰 を用いて計算 しアこ結果を 量的な形で出

て天るものが相似型計算機 である.云 うなれば,算 盤は計数型計算機 で計算尺は

相似型である。

後者の方は 始 めのデータ耀 λれ る時の目盛φ 合肪 読み方の誤差 物理



的 な内部 機 構 の 誤差 等 が 集積 して 誤 差 が案外 な 大 きさ に なる ことが 多 く、 叉

数 式 が複 羅な 時 に は その誤 差 を は っき りと評洒 出系 な い場 合 も多 い.こ の 誤 差 の

蔀酒 と関連 して,数 理統計 掌が 新 らしい・発震 分野 を 見 出 す可 能逓 もあ る.

これ に反 して 計 数 型計 巣 機 は 原理 的 には 筆導 に て行5こ とが 出采 るこ と

を 素晴 しい速度 じ行 うに過 ぎ ず ノ原 理 的に は現 在 の数 値計 算論 で 誤 差 の 評値 を

行 うこ と が 出来 る 。両題 は、尾 大 な計 弊 を行 った 時 に 如 何 に して 筒単 に そ の

誤 差 を評 価 する か と云 う技 術的 な 同題 ぐあ る.

相似 型 計 算機 でぱ 精度 を 一桁 上げ る=と も,相 当慧 面 働 な 同題 で あ るが ,計

数型 で は比 較 的 尚 単 び,機 械 の規 模 と僅 段 が大 体 桁 数 と比 例 して増 加 す るだ け

の ことで あ る。 又例 え ば(alotO+る)X(ClotO+d)xaCloM+(αd十6C)IO'Zt+bdな る

囲係 を用 い て桁 数 を 上げ る こ とも 可 能 で ある 。

例 え ば前 述 の 円周 率 の計 単 で は

な る式 を用 いて,各 項 菱3093衡 迄 計算 し、 そ 九 がqO)、3。93以 下 にな る所 は

rz=2214で あ つrcbNら 最 後 の 四 桁を捨 て て,3089桁 迄2発 表 して居 る。 これは

数 値 計算 論 よ り当 然 の こと ぐあ る.

因 みに,'=の 計鼻 に 要 し左 計 単 機 の実イ力時 同 ぱ 目分 で あ つアことの こ とであ る、

パ ンチカ 一 ド (Punched Card  )

本 号 に 添 附 し(あ るカ ー ドは I B M.  (  International, Business illachi,nes)

会社 の統 計後 にひ ろく用い られて居 るカー ドで 穽 孔機 で各列 の数値の場所及び

上の空欄の 二行程の場所 に孔をあけ(そ 准 を機核に入れ るものであ る.
F

入力、出力

 (Input  , Output ).

上 のパ ンチ カ ー ドを機械 に λれ る と、機 械 は 電気 ブラ ッ シ でその 穿孔 され アこ

場所 を読 み 取 る わ け であ る 。 そ七 てイ ン フ。ッ トは パ ンチ 刀 一 ドで行 わ れ る と云

うこと になる.

人 周が 、機 械 の前 で,数 字 や命 令 を読 み 上ぴ れ ば その構 報 が その ま ま機 械 ρ 中

に は い・つて行 ぐと云 うオ)け では な いの だ か ら、現 在 の 所 この 稼 な 方法 に頼 ら ざる

を得 な い 。 イ ンヌ ッ トの 方 法 と しては他 に 電動 計 算機 の撤 に,機 械 の キー萎 直

接 用 い る もの,印 刷 電信機 の橡 にテ ー フ6を用 いた も の な どが あ るe

ア ウ トプ ッ トの方 は そ の反 対 で、 力 一 ドや テ ーフ。に 穿孔 し尤 り,印 刷 しに り、

電動 域ぱ 手 動 計鼻 機 の旅 に機 械 上 に表 示 され フこりす る 。



カ ー ドや テー・フ・にア ウ トフ・ツ トきれ た もの は でれ を再 び イ ン沸 ツ トに使 う こと

が 出宗 る し,又 、 即刷 機械 にか け て印刷 を する ことが 出 茉 る.'ノ

イ ン フ・ツ トの カー ドやテ ー フ。を 作製 す るこ と は案外 に 時 周 と手 周 の かか る=と ・

で,演 算 が非 常t時 向の か か る場 合 や,同 じ数 値 を度 々 月 いる 必 要h!'あ る場合 以

外 に はノ か元 って人 周 が計 鼻 を や つた 場今 が速 い場 合 す ら生 じて棄 る・ これ は余

談 であ るが 日本 の 算盤 の移 在 がか 元っ て辛 秀機 械 の 発達 を後 らせて居 る要因 の 一

つ とな って居 る椋 葱 気が す る。

分 類機 照 合機(SorterCol1ator)

テー ア に穿孔 した場 合 に は その 数 値 の順序 をス れ替 元 る こ とは 出束 な い・が,カ

ー ドの 場 合 には 出果 るわ け で あ る 。 これ を 行 う機 械 が 上 の 二つの機 械 で あ る.

例 冗 ぱ,第 五 行 目の数 値 によ っ て分 類 しよ うと する場 合 に は,第5番 目 の 目盛

に 合わ せて カ ー ドを流 す と,茅5行 目に孔 の16い ものO、1.2,一 ・9及 び 上 の

二 つの 場所 に孔 の あ るもの とに分 げt,カ ー ドが各 々 の ー3コ の場所 に落 ち る。

又各 々 の 箱 の中 に溶 ちた カー ドの数 が 表示 され るもの タ イフ。す る機 械 もあ る。

例 えば 、5行 目と6行 目に18の 数 字 が穿 孔 され て居 る カー ドだけ を摂 ぴ 出 そ う

と する 時 に は))才 一 回 目に1の 場所 に 落 ぢアこカ ー ドを6行 目の 所 で も う 一回分 類

すれ ぱ 撲 び出すこ と が出 来 るわ け であ る.

例 え ば,図 習 室 でノ文 献 の名 前,著 看、雑 誌 名 及 び その巻 号,題 目別 分類 等 を

上部 に タ イ プ し、 下に 予め 定め られ た規約 に従 つて 穿 孔 し て置 け ば,著 者別 の

文獄 表 を作 る ことな ど は全 然 磨要が な く,僅 かな時 周 でカ ー ドを分 類 し直 す こと

が 出束 るわ けで あ るか ら 重復 しで力 一 ドを作 る億要 が 数 くな る.こ の こと が、

何処 か で実 際 に行 わ九 て 居 るか ど5か ば知 らな い.

照合 機 の 方 は その逆 ぐ 二 つの カ ー ドの組 を一組 に まとめ 上げ るの が 主 た る役 目

と考 え てよ い であ ろ うe例 え ば、1、2,5,8,IO等 の番 号 の カー ドと、 二,ξ五 七 十等

の番号 の つ いた 二組 の カ ー ドを、2、二、5、五,10,十の順序 に 一組 と し ,残 りを,天

々 し8,…;三 、七〆一の順序 の こ組 の刀 一一ドの組 に して し ま う等 の彷 きを す る .

この 二 つの機 械 が カー ド式 統計 機 の妙 味 を発揮 させ る ので あ り,カ ー ド式統 計

機 の設 置 してあ る所 で は1なず この 二 と云 っ てよ い程,こ の こ っの機 械 が 必 要 不 可

欠 の役 割 を果 して居 る。

コード(Code)

リ レー(継 電機)の 状 態 は、 切 、 λ の 二 つ しか な い こと か ら容 易 に 想像 が つ

く旅 に,二 進法 に数値 を変換 す る のが 聖数 値 を表 力す に 最 少の リ レーで足 りる と



云わ れ て居 るが,演 算 回路 の設 計 、 其 他 の技 術 的 見地 か ら継 ず しt二 進 法 コー ド

が便 われ る と は限 ら ない ・ それ 故 に
、 イ ンプッ トの カー ドやテ ープ・が 必 ず しも

1.B,M.の カー ドと 同祢 に素人 に分 りや す く出 禾 て居 る とは限 ら ない・.

移動小数点式,固 定爪数点式 (Floating Point System,  Fixed Point Sys-.

tern ).

例 充 ぱ 、 十 〇.0123456=+1.2345×iO'2即 ぢ(-2、+123456)と 表 わ す の が,移

動 繊 点式 である。換言凱 ぱ、有効数字 と1。 の精 磯 加 のが移蜘 敏 点 式・

で あ る.上 の 数 字 は,固 定 小 数 点 式 で ぱ 、 小 数 点 以 下7桁 で あ る が
,移 動 小 数 点

式 で は6桁 で あ る 。 α123456-0.123333を 固 定'1＼数 点 式 で 計 算 す れ ぱ0 .00

0123.で あ る が 移 勤 小 数 点 式 で 計 算 す れ ば(-4,+123000)と な る か ら
、O.OOOi

23000の 結 果 を 得 アこ如 き 錯 覚 を ξ え る か ら 注 慧 し な け れ ば な ら な い 。 特 に

蒼,α π筋 の計 算 や も っと復雑 な 形の もの の場 合 など に は,充 分 な注 意 が 必 要

で ある.前 者 の場合 に は 確 か に精 度 は上 るが 誤 差 の評 洒 が難 か しい 。計 単機

に よ り 両看 の方 式 で'出莱 るtの と ,ど ち らか 一 方 の もの と があ る。

計弊計画 一 童 食と証璽, (Programming — order and memory .).

　 フ。口グ ヲ ミ ング とば　 計 算 の段 販 の こ とで'あ る.=九 は つ ま り,詰 将 棋 か操 車

場 の 貰 車 の 入れ 替 元の癩 な 　特 殊 な 熟,練と蚤験 とを慮 要 と し,自 分 石フbログ ラ ム

を立 て て見 な い こと に は　 その 難 か しさ も分 らない し,叉 フ。ログ ラム 自体 　は っ

きP分 ら ない ことが 多 い。 日本 で も　 高 速度 の 自動 計算 機 が 普 及 すれ ば 　 フ・ログ

ラマ ー な る名 の賑 業 及び それ を養 成 す る駆 莱 教 育二機 開が 出現 す るで あ ろ う。 そ し

て 　 一週 圃 もか か つて,フ 。ロ グ ラ・ム を作 り穿 孔 した計 算 同題 を機 械が 数 分 圃で 計

算 を七 て し まい,フ 。口グ ラ マ ー は　 計算 機 と　 それ を利 用 す る　 人 達 との 同に 板

は"さみ に な り　 そ の両者 に酷 使 さ れ る と 云 う事 態が 現 出 す る であ ろ う。

　 FAco}1-100と 云 ろ機 械 の フ℃ グ ラ ミング が驚 異 的 に 両単 で あ っ1の に は7驚 い

アここ とが あ つ1こが,難 二が しい も の でも これ らの幾 分複雑 獄組 合 せが あ るだ けで,

円周 率 π を 一万桁 迄 計 鼻 し ろ と云 う祢 な、 命令 を しπ だ け で は,計 算 をす ぐ や つ

て くれ るtの はな い。

　 電 子 管 式 で は,命 令 も 記億 して しま う旅 で あ るが,継 電 気 式 で は,命 令 と数 値

とを 別 な テ ー7。を用 い て居 れ るの が通 例 の旅だ。 例 え ば,加,減,乗,除 及 び数

値 の移 動 　 の外 に　 尚単 な 命 令 さ 元 あれ ば、 相 当 の程農 の 計 算 が 出末 る.例 尾ば

{(a+る)e+(a+(t)}/eを 計算 す る時 には,数 値 テ ープ。に　 　 　 　 　 　 ー

 (  a, b, c, d, e )



の煩序 に数値を穿孔 して置 く。命令の方は

と記 号的 に 書 い て見 よ ろ、 意 味は

、d)テ ーフ.① の 数 字(a)をStん で 播 目の記億 樋 に記esせ ら

(§)テ ー フ・(T)の 数 掌(6)を 読 み それ を1蕾 目の記 億t=あ る数 掌(a)と を加 え

(+),そ れ の結 果を2番 目の 記億 裟 置に 記億 せ よ.即 ちa+る の計 算が 出莱 るわ

けで'ある。

(3)テ ーフ。(T)の 数 寧(c)を 読 んで2番 目の 記億 に あ る数 字(α+る)と 掛 け て

3番 目の記 億 装 置 に入 れ て置 け.即 ち(a+6)cが 計 算出 奈 たわ り.であ る。

(4)デ ーフ。(T)の 数 字(d)を 読 んでi雷 目の記億 の 中に ある 数掌(α)と を加 死

(+〕,4番 目の 記億 の中 にλ れ よ.こ れ で(α+6)o及 びa+dが 別 々 に計 導 され た

わけで'あ る.

(5)次 に 両者 を加 え合 わ せ る.即 ぢ3雷 目の 記 億の 中 に あ る数 字(a+b)cと4

喬 目の記 億 の 中に ある 数字(a+d)と を 加 え(+)5番 目の記 億 の中 にλ れ よ 。

(6)5番 目の記 億 の 中 にあ る数 掌 を テ ーフ。(T)の 数 字で 割 って、6番 目の 記

臆 に入九 よ 。

(7)最 後 に6番 目の 記 憶 装 置 に あ る数 字 を印刷 せ よ(P)で 言卜鼻 が 完 了す る 。

才3段 階 の計 鼻 で(-L2.2。 〉()即 ち(a+b)な る数 字 は も う必 要 蕉 いか ら

それ を(a+b)cな る数 字 で入 れか 元て1テ ー7aの 数 掌oと2番 目の記 億 の数字

(a+b)と を乗 じてx再CN"2番 目の記億 に 入れ る と云 うこ とも出・iる 。こ の旅 に

すれ は:`)記 憶 装iは2つ だ け です む.

実 際の フ。ログ ラ ミングは 数 値 のテ ー%が 二本 以 上、 更 に命 令 テ ー ヌ も二本 以

上 、 それ に 印刷 が 同時 に何 行 も出莱 る旅 に な つて居 るか ら も つ と複 維 であ る

りΨ∫ この こと か ら容 易 に分 る縮 に、 加減 乗 除及0こテー7・等 の読 取 り速度,印 刷 速

農 、及 び 記 濾 容量、 即 ぢ何桁 の数 字 を 何 ケ程 と 云 ろこ とが 計 算機 の能 力 を

表 わ す 目やすに な るオ)けで あ る.

この外 に、 重要 な機 能 と して,大 小判 別 と云 うことが あ る 。例 冗 ぱ,函 数 チα)

の数 表 をX=1.2、 …,100,作 ると す る.そ 一の 時 に は1及 び100を 何 処か に記 億

さ せて置 き,5(x)を 計 算 印刷 する命 令 テ 。 フ。の終 りにXに1を 加 え100と 比較



する.そ して,XH峯100`9ら ば 計算 を 停 止 し、X+1≦IOOな らば計 鼻 を続 け

.る旅 に 命 令 を組 を で置 き,更 に その命 令 テ ープ・をル ー メ状 〔環 状)に して置 き ,

X+1≦IOOな らば,再 び ∫(X+1)を 計 算 印刷 す る旅 に して 置i7ばf①,f(2)ブ ー

f(100)を 計算 しπ後 に計 弊 機 は 自勃 的に 停 止 す るわ け であ る.

以上 は リ レー式 計 算機 の 場 合 であ るが,電 子 計算 機 の 場 合に は イ ン7・・ントの

速度 が 演 算 速度 に 比 して非常 に お そい か ら、 命 令t記 穂 き せ る、例 元ば(A、n,

m,p,免)と す る とn番 目 と77z,雷 目の 所 に ある 数値 を 加Zて(A=add{tt;orz)

P番 の場所 に 記億 し、 次 には9番 目の 所 に 記億 さ れ て居 る命令 を輿行 す る・ 更 に

命 令 自体 菱計 鼻機 の 中 で作 り出 して行 く と云 う こ とも 工 夫 され て居 る 、

サ ブル ーテ ィ ン(Subroutine)

例 えぱ,eX、 ∫侮x、cosxL等 の計 夏 が度 々 表bれ る計 算 を行 う時 に は,eX,

s笏.2'等 を 数 値 の形 で入 れ る よ りも 、Xを 基礎 に して、 計 算機 の中 で 計 算

して しま っアこ方が'早い 。 テ ーフ・を用 い て居 る時 には ル ー フ。の形 の 命令 テ ープ・及

び応 要 な らぱ数 値 テ ーヌ を作 っ て置 けば よい.こ の旅 な 命 令群 を サ プル ー タ ィ ン

と呼 ぶ 。 又サル ア ー テ ィ ンを計 算機 の 回路 の中 に 組込 んで あ るも のも あ る.FAC-

OM-128の 場 合 には,加 減 単 α15秒,乗 単0、5～ ・0.4秒 に対 してSt72ヱ5秒,

`t
aπ"ix.6秒 、 ∠qglo工5秒,lox5秒 で ある ・

この 二 と は非 常 に 重要 であ る.こ の こ とは 初 等 函数 の中 程 度 の 数表 の ノ利 用廼

値 が,或 意昧 蒼下 って禾 る こ と を意 味 す るの ではな か ろ うか.実 用 に供 さ れ る少

さな数 表及 び 自動計 算 機 でも 計 算 が 尚 頭 でな い複 雑 な 数表,大 二さな桁 数 の 数 表

以外 の 我 々が 数値 計 算 の途 中 でのみ 便 用 する 中 程度 の現 模 の数 表 の 数値 ぽ そ

の計 算 の 途 中 で 自動計 単 機 が恵 い速度ぐ計 算 して しま ろ の で あるか ら、

計算墾 会計機 麹 ヒ二上至 孔機・(Calculating Punch,  Tabulator,

Summary Card Punch )

LBM.藪 はReming£onRandの 統 計機 は,そ の 目的 上,余 り複雑 でな ～・演算

を多 量 に繰 返 す と か,或 は,そ の 結 果 の総 和 を求め る同題 に 適 して居 る.

　前 者 は,許 鼻 結果 が 　カ ー ドに穿 孔 され る 加減 乗 除 其他 の 演 鼻 を行 う機 織 、 会

計機 は加 減 の み を行 い、 結 果 は印 刷 する 。総 括 カー ド穿 孔 機 は,会 計 機 と連 勤 し

て,穽 孔 す る機械 と 云 ってよい であ ろ う。

パ ネ ル 、プ ラ ッ ギ ン グ. (Panel,  Plugging

上述 の 機 械 では,演 単 のフ。ログ ラ ム を 立 ててか らフ そ九 に適 合 す る株 に パ

ネル にプ ラッ グ を差 込 ん で配 練 を行 う.例 え二ば、 単位 電力 当Pの 料金 及び 基 本 料



金 其 他 の数 字 の打 ってあ る カー ド菱通 す と それが 記億 さ九 る.次 に 各濟 費者 の 電

力使 用量 を穿 孔 したカ ー ドが 来 る と機 械 はパ ネル の 上 の フ。ラ ツギ ング のや9方 に

従 って 加 減 乗 除 を 更に切 捨 て 切 上げ を行 い 料 金 を鼻 出 し穿 孔 す る.最 後 に,

何 も打 つて ない カ ー ドが末 る。 それ に は浦 費 電 力の総 和 及 び料 金の練 和 が 穿 孔 さ

礼 る.そ れ がら別 の 料 金の 単定 基準 を 穿孔 してみ るカ ー ドが 束 る.そ の 後 に 再 び

浴 費着別 の カ ー ドが禾 る,一 計 鼻 を終 っノこカ ー ドは分 類機 で 捕 費看 力 ニ ドの

み が 取g出 され る.講 求書 が 作製 され る 。数 字 の組 合 せか らカ ナ文 字を 印刷 する1

こ と も出 束 る 。

秘 この 種 の機械 で はフ。ヲッギ 〉グ を変 えす に カ ー ドの穿 孔 方法 を 変 え るだ け で
,

異 な っアこ種 類 の計 算 を行 う撫 に 工夫 す る=と が 重要 で ある .

3.日 本 に ある機 械(計 数 型 のみ)

1.B,M.及 びRe血ngtonRandの 諸機 椥 ま余 引 こも有 名 であ る.日 不製 で は

電 子 計鼻 機 では、

TAe,東 京 大 学(東 芝 製)

亙{JJIC.富 士 宕 真7イ ル ム(同 杜研 究部製)

の 二台 が 目下調整 中 であ る 。

継 電 気 式計 算 機 と して ぱ

ETL.Mark工.電 気 試験 所

ETL.MarkⅡ.〃(富 士通 信 機製)

FAco踵loo.富 士通 信機(〃)

IFACOt,t128統 計数 理研 究 所(・ ■)

が 動 い て居 る・尚EAdOM-128が も う一 台 東 京 の有隣 電 気楕 機KK .に 据 附 げ ら

れノ 料 金 を取 って 計算 す る との ことぐ あ る.

外 に単能 機 と して

総 理 府 統計局 分 類 集計 機(日 本電 気製)

東 京都 庁分類 集 計機(富 士通 信 機 製)

EAceM-415A貌 計量 計 単 機(〃)

FA(iOM--416A統 計量 計 算機(〃 ・)

最後 の 二 台 は,統 計資 料 か ら 平均値 分散 共 分敬 等の 諸統 計 量の 計量 に必 要

嘘 昂 Σ瓶 乞樒 Σ勘,潔 酋 Σチノ を購 に計単する機械ぐある.イ

ン フbッ ト は 押 釦,ア ウ ト フ。ッ ト は 光 表 示 。



4.結 語

本稿 は最 初 に 言及 した 旅 に 単 蕉 る覚 書程 度 のも の に過 ぎな い・が,現 在 動 い て

居 る諸計 導機械 に 対 す る哩解 と共 に,数 式 を立 てて か ら機絨 が 勃 き出 す迄 に 存 在

す る両題 に対 す る 理解 に資 す る ことが 出 茉 れば 幸 であ る。 計 導 計画 法 と云 うも

のは 決 して尚 堕 な も の では な い.そ の こ とを知 つ て置 くこ とぱ,機 械 を 運麩 す る

者 ぐは二芯 く,そ 九 を利用 す る もの と して も是非 必 要 で あ る.

相 似 型計 単 機 に つ いて ば殆 どふ 二れなか った が、 それ は 余Dに 誤 差が 大 芝い た め

に,私 達 に とっ(の 利 用栖 値 が 余 り菰 い と考 充 たか らで あ る が,そ の 誤 差 に何 か

統 計 的 な 向 題が あ り そ5ぐ あ る こ とは,忘 れ てな ら ない であ ろ う。

最 後 に 一 々御 名 前 は あ げな い が 色々御 也 話 になつπ方々に感 謝 の意 を 表 したい.

5,文 献 等 に つ い て

邦 文の 文 献 では

OHM.vol.42.No「4(1955)電 気 許算 機 号 が よい.外 に

FUJI.vo1,6。No.4,(1955)電 気 計弊 機 特 集号

は 富 士 遍信 機KKか らの雑 誌 ぐあ るが 参 考 にな ろ5.

.ペ ンチ カー ドの方 は1.BM.,Reming七 〇nRandか ら のパ ンフ レ ッ トも あ る し,

日不 科 学技 術 連 盟 ではPC委 員会 なる もの が、あ り,使 用 法 の研 究 が 行 われ ・.テ

午 ス トも 出 して居 る.

欧 文 の文 献 で は

Mathematical Tables and other Aids to  Compu-tation (National Academy of

Sciences - National Research eouncil) が 是非 見 落 して ぱな らな い雑誌 で ある.

新'5し 〈発 表 さ.れた数 衰のRe>iewも 出 て居 り、 その中 で の統計 関係 の数 衷 が 案

外 大 きな 部 分 を 占め て居 る.

円周 率 πの 許 算 は,上 の 稚 誌 のvol、1X.(ー955)P「6Z-164に

 S.C.Nicholson and J. Jeenel ; Some Comments on a "NORC Computation of 7Z .

に 報 告 さ れ て 居 る.そ の 前 の π の 計 単 は2035桁 迄 で 同 じ 雑 誌 のvol.4(195

0)P.1魯 一15.【こ

 George W. Reitweiser, "An ENIAC determination of 71 and e to wore than

20 00 decimel places." で報 告 され て居 る.


